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事業者名 株式会社　手野運送

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

日本の食のパイプラインを担う企業としての自覚を持ち、質の高いコールドチェーンを確立し、
安心・安全な輸送を行い常に真心とおもてなしの精神を持って仕事に取り組む。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取
組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

自社独自のシステムの導入を計画し、現在使用している
紙の大幅削減に取り組む。

業務のシステム化
2024年４０％→２０２７年６０％
紙の使用量
２０２４年７０％→２０２７年５０％
（２０％削減）

社会

経済

環境
クラウド型のデジタコ導入を行い、現在よりも高度な運行
計画・運行管理が実現できるようにする。

クラウド型デジタコ導入
２０２４年０％→２０２７年３２％

社会

経済

環境
パレット輸送の導入を行う。積載効率が出来る限り下がら
ないような自社独自のパレットを作る。労働時間を出来る
限り少なくする。

パレット輸送
２０２４年３％→２０２７年１５％

社会

経済

荷主企業の出荷主様や着荷主様も含めたところで協議を行い、安心安全なおかつスピーディーな
コールドチェーン確立のため連携する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

業務のシステム化
２０２１年０％→２０２４年３０％
紙の使用量
２０２１年１００％→２０２４年７０％
（３０％削減）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

自社独自のシステムの導入を計画し、現在使用している
紙の大幅削減に取り組む。

2024年までに業務の完全
システム化を目指す
２０２１年０％→２０２４年５０％
紙の使用量５０％削減を目標とす
る（２０２１年比）

経理業務のクラウド化により、今まで紙ベースで保存して
いたものがなくなり大幅に紙の使用量を減らすことがで
きた。運行に関してもシステム化をすすめていたが、監査
対応等紙ベースの保管が便利な時が多く目標未達成と
なった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

２０２４年までの導入完了を目指す

前期の指標に対する実績

クラウド型のデジタコ導入を行い、現在よりも高度な運行
計画・運行管理が実現できるようにする。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

クラウド型デジタコを各種メーカーと話し合い検討してき
たが、なかなか自社との意見に合わず導入未達成となっ
た。２０２５年度の新車より新型のクラウド型デジタコに切
り替え予定。

三側面
（分野に☑）

現在、パレットはあまり導入できていないが、荷役分離を
進め運行するドライバーの労働時間削減ができた。

２０２３年３％減

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年０％

パレット輸送の導入を行う。積載効率が出来る限り下がら
ないような自社独自のパレットを作る。労働時間を出来る
限り少なくする。

２０２４年までに導入

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


